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   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/18     (2006.01)
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   Ｃ１２Ｐ  21/08     (2006.01)
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   Ｃ１２Ｎ   1/19     (2006.01)
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   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
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   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  21/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/06     (2006.01)
【ＦＩ】
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   Ａ６１Ｋ  39/395   　　　Ｎ
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   Ａ６１Ｐ  19/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  29/00    １０１　
   Ａ６１Ｐ  17/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ  21/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  19/08    　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成25年2月20日(2013.2.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１つ以上のエピトープ結合ドメインに連結したタンパク質足場を含む抗原結合性構築物
であって、該抗原結合性構築物は少なくとも２つの抗原結合部位を有し、そのうちの少な
くとも１つはエピトープ結合ドメインに由来し、そのうちの少なくとも１つはペアードＶ
Ｈ／ＶＬドメイン由来し、かつ該抗原結合部位の少なくとも１つはＲＡＮＫＬに結合する
ことが可能であり、かつ該抗原結合部位の少なくとも１つがTNF-αに結合可能であり、か
つ該エピトープ結合ドメインが、ｄＡｂからなる群から選択される、または、ＣＴＬＡ－
４（Ｅｖｉｂｏｄｙ）；リポカリン；プロテインＡのＺドメイン（Ａｆｆｉｂｏｄｙ、Ｓ
ｐＡ）、Ａドメイン（Ａｖｉｍｅｒ／Ｍａｘｉｂｏｄｙ）などのプロテインＡ由来分子；
ＧｒｏＥｌ及びＧｒｏＥＳなどの熱ショックタンパク質；トランスフェリン（ｔｒａｎｓ
－ｂｏｄｙ）；アンキリンリピートタンパク質（ＤＡＲＰｉｎ）；ペプチドアプタマー；
Ｃ型レクチンドメイン（Ｔｅｔｒａｎｅｃｔｉｎ）；ヒトγクリスタリン及びヒトユビキ
チン（ａｆｆｉｌｉｎｓ）；ＰＤＺドメイン；ヒトプロテアーゼインヒビターのスコーピ
オントキシンクニッツ（ｓｃｏｒｐｉｏｎｔｏｘｉｎｋｕｎｉｔｚ）型ドメイン；並びに
フィブロネクチン（アドネクチン）より選択される足場に由来する、上記抗原結合性構築
物。
【請求項２】
　該エピトープ結合ドメインがｄＡｂである、請求項１に記載の抗原結合性構築物。
【請求項３】
　該ｄＡｂがヒトｄＡｂである、請求項２に記載の抗原結合性構築物。
【請求項４】
　該結合構築物が２以上の抗原に対する特異性を有する、請求項１～３のいずれかに記載
の抗原結合性構築物。
【請求項５】
　該抗原結合性構築物がＲＡＮＫＬ及びＴＮＦより選択される２つ以上の抗原に結合可能
な、請求項１～４のいずれかに記載の抗原結合性構築物。
【請求項６】
　該タンパク質足場がＩｇ足場である、請求項１～５のいずれかに記載の抗原結合性構築
物。
【請求項７】
　該Ｉｇ足場がＩｇＧ足場である、請求項６に記載の抗原結合性構築物。
【請求項８】
　４つのエピトープ結合ドメインを含む、請求項１～７のいずれかに記載の抗原結合性構
築物。
【請求項９】
　２つのエピトープ結合ドメインが同じ抗原に対する特異性を有する、請求項８に記載の
抗原結合性構築物。
【請求項１０】
　少なくとも１つのエピトープ結合ドメインが１～１５０のアミノ酸を含むリンカーを介
して該Ｉｇ足場に直接連結される、請求項１～９のいずれかに記載の抗原結合性構築物。
【請求項１１】
　少なくとも１つのエピトープ結合ドメインが配列番号３～８に示されたいずれかの配列
又はその組み合わせより選択されたリンカーを介して該Ｉｇ足場に直接連結される、請求
項１０に記載の抗原結合性構築物。
【請求項１２】
　４つの抗原結合部位を有し、同時に４つの抗原に対して結合することが可能な、請求項
１～１１のいずれかに記載の抗原結合性構築物。
【請求項１３】
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　医療における使用のための、請求項１～１２のいずれかに記載の抗原結合性構築物。
【請求項１４】
　骨粗鬆症、又は関節リウマチ、びらん性関節炎、乾癬性関節炎、リウマチ性多発筋痛症
、強直性脊椎炎、若年性関節リウマチ、パジェット病、骨形成不全症、骨粗鬆症、運動又
はその他による膝、足首、手、股関節部、肩若しくは脊椎の損傷、背痛、特に関節の狼瘡
及び変形性関節症などの関節炎疾患の治療のための医薬の製造における使用のための、請
求項１～１３のいずれかに記載の抗原結合性構築物。
【請求項１５】
　骨粗鬆症、又は関節リウマチ、びらん性関節炎、乾癬性関節炎、リウマチ性多発筋痛症
、強直性脊椎炎、若年性関節リウマチ、パジェット病、骨形成不全症、骨粗鬆症、運動又
はその他による膝、足首、手、股関節部、肩若しくは脊椎の損傷、背痛、特に関節の狼瘡
及び変形性関節症などの関節炎疾患の治療のための、請求項１～１２のいずれか１項に記
載の抗原結合性構築物。
【請求項１６】
　請求項１～１５のいずれかに記載の抗原結合性構築物の重鎖及び軽鎖をコードする１つ
以上のポリヌクレオチド配列を含む、形質転換又はトランスフェクトされた組換え宿主細
胞。
【請求項１７】
　請求項１～１２のいずれか１項に記載の抗原結合性構築物及び製薬上許容可能な担体を
含む医薬組成物。
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